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研究成果概要 
 2010 年度、2011 年度にIceCubeで観測されたデータを用いて超高エネルギーニュート

リノの探索を行った。その結果、PeVを超える２事象を観測した。期待される大気起因

のバックグラウンドは 0.08 事象であり、宇宙ニュートリノ信号である有意度は 2.8σで

ある。このバックグラウンドの大部分を占める大気ミューオンの評価に宇宙線研究所で

CORSIKAプログラムにより生成された高エネルギー大気ミューオンデータが用いられ

ている。この解析結果が本年度PRLに掲載された[1]。また大気起因のバックグラウンド

を更に減らし、エネルギー閾値を下げるためにIceCube検出器の外部をvetoとして用いた

フォローアップ解析では更なる宇宙ニュートリノ候補が 26 事象観測され、宇宙ニュート

リノである有意度は 4σ程度になった[2]。これにより、観測されたニュートリノ事象が

宇宙ニュートリノである証拠を得た。観測されたPeVの２事象は今までに観測された最

も高いエネルギーのニュートリノであるが、1019 eVを超える超高エネルギー宇宙線から

期待されるいわゆるGZKニュートリノとしてはエネルギーが低く、その仮説は棄却され

た。結果、GZKニュートリノが観測されなかったので、ニュートリノを多く生成する宇

宙線が宇宙初期に強く進化するモデル等に制限をつけた。特に、長らく超高エネルギー

宇宙線機嫌として有力な候補であったFRIIタイプの活動銀河がその起源であることが棄

却された。この結果は本年度PRDに掲載された[3]。 
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